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GG-ATRエンジン冷走試験設備は 2015年 9月から 11月にかけて整備した．タービン駆動用の
窒素ガス（GN2）は，3基の窒素ガスボンベカードルから供給し，GN2の供給量は最大 2.0 kg/s
である． 設置した冷走試験設備と，エンジン架台に設置した GG-ATR エンジンを図 1と 2にそれ
ぞれ示す．












GN2 冷走試験では，回転体の軸振動特性の把握に努めた．図 3と図 4に冷走試験で得られた
Campbell線図と回転軸変位の回転数に関する挙動を示す．Campbell線図から GG-ATR エンジンの
危険速度を判定し，エンジンの定格回転数付近に危険速度がないことを確認した．
図 3 GG-ATRエンジンの振動加速度の Campbell線図 

































































































図 6 GG-ATR エンジン斜流圧縮機の作動特性マップ 
図 7 GG-ATR エンジン斜流圧縮機の断熱圧縮効率 
図 6に GG-ATR エンジン用斜流圧縮機の作動特性マップを示す．このマップには GN2試験で運転
可能な定格回転数の約 70 %までの試験結果を示している．また図 7は斜流圧縮機の断熱圧縮効率
を示している．図 6および図 7には CFD 解析による計算結果も示しているが，実験結果との間に
は差異があり，この要因については今後検討していく予定である．
４．まとめ 
2016年度では，GG-ATRエンジンの GN2冷走試験設備の設置を行い，定格回転速度の 70 %を





































































の計測を行い，CFD 解析の結果と比較評価を行った．実験と CFD 解析の結果には有意差があり，
その要因については今後の課題である． 
今後は，ヘリウムガス（GHe）を用いて，さらなる高回転速度での GG-ATRエンジンの冷走回
転試験を実施し，定格回転数付近までの安定作動の確認や，圧縮機・タービン空力性能の評価を
行っていく予定である．また，ガスジェネレータ(GG)やラム燃焼器の設計・製造も進め，GG-ATR
エンジンの熱走試験を実施する計画である． 
 
